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『
太
平
経
鈔
』
己
部
巻
六
（
二
十
一
葉
表
九
行
目
～
二
十
四
葉
表
五
行
目
）

二
〇
二
四
年
六
月
二
十
二
日

担
当

亀
田
勝
見

（
一
）原
文

其
二
部
界
者
、
讀
吾
道
書
文
、
合
於
古
今
、
於
類
相
從
、
都
得
其
要
意
、
上
賢
明
翕
然
喜
之
、
不
能
禁
止

＊

＊

＊

爲
善
也
。
乃
至
於
敢
入
茅
室
、
堅
守
之
不
失
、
必
得
度
世
而
去
。
志
與
神
靈
大
合
洞
、
不
得
復
譽
於
俗
事

＊

＊

也
。
其
善
乃
洞
究
洽
於
天
地
、
其
神
乃
助
天
地
、
復
還
助
帝
王
化
惡
、
恩
及
草
木
小
微
、
莫
不
被
蒙
其
徳

＊

化
者
。
是
故
古
者
賢
明
得
師
、
能
助
帝
王
致
太
平
者
、
皆
得
此
人
也
。

＊

対
校：

『
太
平
経
』
守
一
入
室
知
神
戒
（
以
下
『
經
』）
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「
其
二
部
界
者
，
其
讀
吾
書
道
文
，
合
於
古
今
，
以
類
相
從
，
都
得
其
要
意
，
上
賢
明
翕
然
喜
之
，
不
能
自
禁
止
為
善

也
。
乃
上
到
於
敢
入
茆
室
，
堅
守
之
不
失
，
必
得
度
世
而
去
也
。
志
與
神
靈
大
合
洞
，
不
得
復
譽
於
俗
事
也
。
其
善
乃

洞
究
洽
於
天
地
，
其
神
乃
助
天
地
，
復
還
助
帝
王
化
惡
，
恩
下
及
草
木
小
微
，
莫
不
被
蒙
其
德
化
者
。
是
故
古
者
賢
明

德
師
，
乃
能
助
帝
王
致
太
平
者
，
皆
得
此
人
也
。
故
其
言
事
悉
順
善
而
忠
信
也
，
乃
其
所
受
道
師
善
也
。
眞
人
知
之
耶
？
」

「
唯
唯
。」

＊
ゴ
チ：

鈔
対
応
部
分

①
讀
吾
道
書
文：

經
「
其
讀
吾
書
道
文
」

、

、
、

②
於
類
相
從：

經
「
以
類
相
從
」

、

③
不
能
禁
止
爲
善
也：

經
「
不
能
自
禁
止
為
善
也
」

、

④
乃
至
於
敢
入
茅
室：

經
「
乃
上
到
於
敢
入
茆
室
」

、

⑤
必
得
度
世
而
去：

經
「
必
得
度
世
而
去
也
」、

⑥
恩
及
草
木
小
微：

經
「
恩
下
及
草
木
小
微
」

、

▽
⑦
是
故
古
者
賢
明
得
師：

經
「
是
故
古
者
賢
明
德
師
」

從
經

、

⑧
能
助
帝
王
致
太
平
者：

經
「
乃
能
助
帝
王
致
太
平
者
」

、

書
き
下
し

其
の
二
部
界
な
る
者
は
、
吾
が
道
書
文
を
讀
み
、
古
今
に
合
し
て
、
類
に
お
い
て
相
從
ひ
、
都
て
其
の

要
意
を
得
れ
ば
、
上
賢
明
は
翕
然
と
し
て
之
を
喜
び
、
善
を
爲
す
を
禁
止
す
る
能
は
ず
。
乃
ち
敢
え
て
茅

室
に
入
り
て
、
之
を
堅
守
し
て
失
は
ざ
れ
ば
、
必
ず
世
を
度
り
て
去
る
を
得
る
に
至
る
。
志
は
神
靈
と
大

い
に
合
洞
し
、
復
た
は
俗
事
を
譽
し
む
を
得
ず
。
其
の
善
は
乃
ち
洞
し
て
天
地
に
究
洽
し
、
其
の
神
は
乃

た
の

ち
天
地
を
助
け
、
復
還
た
帝
王
の
化
惡
を
助
け
、
恩
は
草
木
小
微
に
及
び
、
其
の
徳
化
を
被
蒙
せ
ざ
る
者

ま

な
し
。
是
の
故
に
古
の
賢
明
・
德
〈
得
〉
師
、
能
く
帝
王
の
太
平
を
致
す
を
助
く
る
は
、
皆
此
の
人
を
得

れ
ば
な
り
。
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日
本
語
訳

（
守
一
を
修
得
で
き
た
「
上
首
一
部
大
界
」
に
引
き
続
き
）
そ
の
第
二
の
部
界
は
、
私
の
道
書
の
文
を

読
み
、
古
今
に
照
ら
し
合
わ
せ
そ
の
通
じ
合
う
類
に
従
う
こ
と
で
、
全
体
の
要
意
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
う
ち
、
最
上
の
賢
明
な
る
者
は
そ
ろ
っ
て
こ
の
内
容
を
喜
び
、
善
行
を
行
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
。
そ
の
上
で
茅
室
に
入
り
、
体
得
し
た
こ
と
を
堅
守
し
て
失
わ
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
、
必
ず
得
道
仙
去

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
志
は
神
霊
と
大
い
に
通
じ
合
い
、
俗
事
を
楽
し
む
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。

そ
の
善
な
る
あ
り
方
は
天
地
に
通
じ
て
あ
ま
ね
く
行
き
わ
た
り
、
そ
の
す
ぐ
れ
た
働
き
は
天
地
を
助
け
、

さ
ら
に
は
帝
王
が
悪
を
教
化
す
る
行
い
を
も
助
け
、そ
の
恩
徳
は
草
木
や
小
さ
な
生
き
物
に
ま
で
及
ん
で
、

そ
の
徳
に
よ
る
化
育
の
恩
恵
を
受
け
な
い
こ
と
が
な
い
。
こ
の
た
め
、
古
の
賢
明
に
し
て
す
ぐ
れ
た
德
を

有
す
る
師
が
（
世
に
現
れ
て
）
太
平
を
実
現
せ
ん
と
す
る
帝
王
の
事
業
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

い
ず
れ
も
こ
の
よ
う
な
人
を
得
た
か
ら
で
あ
る
。

注
二
部
界

・

『
經
』

守
一
入
室
知
神
戒

：

是
故
夫
守
一
之
道
，
得
古
今
守
一
者
，
復
以
類
聚
之
。
上
賢
明
力
為
之
，
可

96
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得
度
世
；
中
賢
力
為
之
，
可
為
帝
王
良
輔
善
吏
；
小
人
力
為
之
，
不
知
喜
怒
，
天
下
無
怨
咎
也
。
此
者
，

是
吾
書
上
首
一
部
大
界
也
。
恐
俗
人
積
愚
，
迷
惑
日
久
，
不
信
吾
文
，
故
教
示
使
與
古
今
守
一
之
文
合
之
，

、
、
、
、
、
、

以
類
相
從
，
乃
以
相
證
明
也
。（
ゴ
チ：

前
回
張
氏
担
当
『
鈔
』
対
応
箇
所
）

『
鈔
』
丁
部
（

）「
二
人
并
力
同
心
，
圖
畫
古
今
舊
法
度
，
行
聖
人
之
言
，
明
天
地
部
界
分
理
，
萬
物
使
各
得

、
、

10a

其
所
，
積
賢
不
止
，
因
為
帝
王
良
輔
，
相
與
合
策
共
理
致
太
平
。」
他
多
数
使
用
例
あ
り
。

翕
然
喜
之

・

『
經
』

作
來
善
宅
法

「
今
故
承
天
心
意
，
為
太
平
道
德
之
君
作
來
善
，
致
上
皇
良
平
之
氣
宅
於
四
達
道
上

88

129

也
，
欲
樂
四
方
悉
知
德
君
有
此
教
令
，
翕
然
倶
喜
，
各
持
其
善
物
殊
方
，
來
付
歸
之
於
上
，
無
遠
近
悉
出

、
、

、

也
，
無
復
斷
絶
者
也
。」

『
後
漢
紀
』
孝
桓
皇
帝
紀
下
「
先
是
敘
州
刺
史
郭
宏
、
漢
陽
太
守
趙
喜
、
安
定
太
守
孫
俊
皆
不
任
職
，
倚
恃
貴

戚
，
有
司
不
敢
糾
。
規
悉
條
奏
其
罪
，
羌
人
聞
之
，
翕
然
乃
喜
，
一
時
降
者
二
十
餘
萬
口
。」

、
、

、

其
善
乃
洞
究
洽
於
天
地

・

『
經
』

解
師
策
書
訣

「
九
者
，
究
也
，
竟
也
，
得
行
此
者
，
德
迺
究
洽
天
地
陰
陽
萬
物
之
心
也
」（『
鈔
』

、
、

39

50

丙
部

）
26a

『
北
史
』

儒
林
傳
論
「
至
若
劉
焯
，
德
冠
搢
紳
，
數
窮
天
象
，
既
精
且
博
，
洞
究
幽
微
，
鉤
深
致
遠
，
源
流

、
、

82

不
測
。
數
百
年
來
，
斯
一
人
而
已
。」

化
惡

・

▲
『
鈔
』
庚
部
「
天
道
將
亂
凶
衰
，
則
生
惡
師
，
使
教
化
惡
也
。」

、
、
、

『
魏
書
』
釋
老
志
「
高
宗
踐
極
，
下
詔
曰：

『
︙
其
好
樂
道
法
，
欲
爲
沙
門
，
不
問
長
幼
，
出
於
良
家
，
性
行
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素
篤
，
無
諸
嫌
穢
，
鄕
里
所
明
者
，
聽
其
出
家
。
率
大
州
五
十
，
小
州
四
十
人
，
其
郡
遙
遠
臺
者
十
人
。

各
當
局
分
，
皆
足
以
化
惡
就
善
，
播
揚
道
教
也
。』」

、
、

『
無
上
秘
要
』

齋
戒
品
「
太
極
眞
人
曰：

常
念
齋
詠
經
行
大
慈
、
先
人
後
身
、
揚
善
化
惡
、
斷
絶
衆
縁
、
滅

、
、

47

念
守
虚
、
心
如
太
玄
、
唯
道
是
求
、
始
謂
能
言
神
仙
之
道
也
。
右
出
洞
玄
安
志
消
魔
經
。」

草
木
小
微

・

『
經
』

諸
樂
古
文
是
非
訣

「
夫
大
道
將
見
，
其
如
無
味
乎
？
用
之
不
可
既
乎
？
衆
賢
原
之
，
可
以
和
剛
柔
，

50

77

窮
陰
陽
位
乎
？
諸
文
書
畢
定
，
各
得
其
所
，
不
復
憒
憒
乎
？
惡
悉
去
矣
，
上
帝
大
樂
，
民
無
祟
乎
？
澤
及

小
微
，
萬
物
擾
擾
，
不
失
氣
乎
？
復
反
於
太
初
，
天
地
位
乎
？
邪
文
已
消
，
守
元
氣
乎
？
」

、
、

（
二
）原
文

中
賢
力
共
讀
吾
文
書
、
合
於
古
今
道
文
書
、
以
類
相
從
、
力
讀
而
止
。
其
賢
才
者
、
乃
可
上
爲
帝
王
良
輔

＊

＊

善
吏
、
助
徳
君
化
惡
、
恩
下
及
小
微
草
木
、
陰
陽
和
合
、
無
復
有
戰
鬥
者
。
帝
王
長
優
游
而
無
事
、
群
臣

＊

下
倶
相
示
教
力
爲
之
、
莫
不
順
善
而
忠
信
、
無
刑
罰
而
理
、
不
善
不
可
勝
矣
。

＊

＊

其
民
共
讀
吾
書
道
文
、
上
下
通
、
都
合
計
同
筴
爲
一
、
無
復
知
爲
凶
惡
者
也
。
拘
校
古
今
道
文
、
以
類
相

＊

＊

從
、
相
因
以
爲
世
學
、
父
子
相
傳
無
窮
己
也
。
如
三
賢
中
賢
下
及
民
倶
爲
之
占
、
天
地
惡
氣
畢
去
矣
、
無

＊

＊

＊

復
承
負
之
厄
會
也
。
善
乃
合
陰
陽
、
天
氣
和
地
瑞
應
畢
出
、
游
於
帝
王
之
都
、
是
皇
天
后
土
洽
悦
喜
之
證

也
。
故
讀
吾
文
者
、
宜
精
詳
之
。

対
校：

経

守
一
入
室
知
神
戒

96

152

「
其
中
中
賢
力
讀
而
吾
文
書
，
合
於
古
今
道
文
書
，
以
類
相
從
，
力
共
讀
而
不
止
。
其
賢
才
者
，
乃
可
上
為
帝
王
良
輔

善
吏
，
助
德
君
化
惡
，
恩
下
及
小
微
草
木
。
陰
陽
和
合
，
無
復
有
戰
鬥
者
。
帝
王
長
遊
而
無
憂
事
，
群
臣
下
倶
相
示
教

力
為
之
，
莫
不
順
善
而
忠
信
，
無
刑
罰
而
治
，
其
善
不
可
勝
書
。
眞
人
知
之
耶
？
」「
唯
唯
。」

「
其
百
姓
倶
共
讀
吾
書
道
文
，
上
下
通
都
，
合
計
同
策
為
一
，
無
復
知
為
凶
惡
者
也
。
拘
校
古
今
道
文
，
以
類
相
從
相

明
，
因
以
為
世
學
，
父
子
相
傳
無
窮
已
也
。
如
三
人
大
賢
中
賢
下
賢
及
百
姓
倶
為
之
占
，
天
地
之
惡
氣
畢
去
矣
，
無
復

承
負
之
厄
會
也
。
善
乃
合
陰
陽
，
天
地
和
氣
瑞
應
畢
出
，
遊
於
帝
王
之
都
，
是
皇
天
后
土
洽
悅
喜
之
證
也
。
故
讀
吾
文

者
，
宜
精
詳
之
。
以
上
到
下
，
思
惟
其
要
意
，
得
其
訣
，
與
神
明
無
異
也
。
眞
人
知
之
耶
？
」「
唯
唯
。」

▽
①
中
賢
力
共
讀
吾
文
書：

經
原
作
「
其
中
中
賢
力
讀
而
吾
文
書
」。
王
明
以
「
力
讀
而
」
三
字
改
作
「
力
共
讀
」、
云

「
疑
脱
共
字
、
又
衍
誤
而
字
、
今
據
鈔
正
。」
楊
寄
林
不
以
「
力
讀
而
」
改
。

▽
②
力
讀
而
止：

經
「
力
共
讀
而
不
止
」

從
經
作
「
不
止
」

、

、

③
帝
王
長
優
游
而
無
事：

經
「
帝
王
長
遊
而
無
憂
事
」

、
、

、

④
無
刑
罰
而
理：

經
「
無
刑
罰
而
治
」、

▽
⑤
不
善
不
可
勝
矣：

經
「
其
善
不
可
勝
書
」

從
經

、

、

⑥
其
民
共
讀
吾
書
道
文：

經
「
其
百
姓
倶
共
讀
吾
書
道
文
」

、
、

▽
⑦
合
計
同
筴
爲
一：

經
「
合
計
同
策
為
一
」

從
經

、

⑧
相
因
以
爲
世
學：

經
「
相
明
因
以
為
世
學
」。「
相
明
」、
或
可
係
上
文
。

、
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⑨
如
三
賢
中
賢
下
及
民
倶
爲
之
占：

經
「
如
三
人
大
賢
中
賢
下
賢
及
百
姓
倶
為
之
占
」

、
、
、
、

、

、
、

⑩
天
地
惡
氣
畢
去
矣
、
無
復
承
負
之
厄
會
也
。
善
乃
合
陰
陽：

『
經
』
無
此
三
句

▽
⑪
天
氣
和
地
瑞
應
畢
出：

經
「
天
地
和
氣
瑞
應
畢
出
」

從
經

、

書
き
下
し

中
賢
は
力
め
て
共
に
吾
が
文
書
を
讀
み
、
古
今
の
道
文
書
に
合
し
て
、
類
を
以
て
相
從
ひ
、
力
め
て
讀

み
て
止
ま
ず
。
其
の
賢
才
は
、
乃
ち
上
は
帝
王
の
良
輔
善
吏
と
な
り
、
徳
君
の
化
惡
を
助
け
、
恩
は
下
小

微
草
木
に
及
ぶ
可
し
。
陰
陽
和
合
し
、
復
た
は
戰
鬥
す
る
者
有
る
無
し
。
帝
王
長
え
に
優
游
し
て
事
無
く
、

群
臣
は
下
に
倶
に
相
示
教
し
て
力
め
て
之
を
爲
し
、
善
に
順
ひ
忠
信
た
ら
ざ
る
は
莫
く
、
刑
罰
無
く
し
て

理
ま
れ
ば
、
そ
の
善
勝
ぐ
る
可
か
ら
ず
。

其
の
民
共
に
吾
が
書
道
文
を
讀
め
ば
、
上
下
通
じ
都
て
計
を
合
し
策
〈
筴
〉
を
同
じ
う
し
て
一
た
れ
ば
、

復
た
凶
惡
を
爲
す
を
知
る
者
無
し
。
古
今
の
道
文
を
拘
校
し
、
類
を
以
て
相
從
ひ
、
相
因
り
て
以
て
世
學

と
爲
せ
ば
、
父
子
相
傳
へ
て
窮
ま
り
己
む
こ
と
無
し
。
如
し
上
〈
三
〉
賢
、
中
賢
、
下
は
民
に
及
ぶ
ま
で

倶
に
之
が
占
を
爲
せ
ば
、
天
地
の
惡
氣
畢
く
去
り
、
復
た
は
承
負
の
厄
會
無
し
。
善
な
れ
ば
乃
ち
陰
陽
に

合
し
、
天
地
は
氣
を
和
し
瑞
應
畢
く
出
で
、
帝
王
の
都
に
游
ぶ
。
是
れ
皇
天
后
土
洽
く
悦
喜
す
る
の
證
な

り
。
故
に
吾
が
文
を
讀
む
者
、
宜
し
く
精
さ
に
之
を
詳
か
に
せ
よ
。

日
本
語
訳

中
賢
は
つ
と
め
て
わ
が
文
書
を
読
み
、
古
今
の
道
文
道
書
に
照
ら
し
合
わ
せ
、
類
に
従
い
、
そ
の
読
も

う
と
つ
と
め
る
行
い
が
止
む
こ
と
は
無
い
。
賢
才
を
有
す
る
者
は
、
上
は
帝
王
の
良
き
補
佐
・
能
吏
と
な

り
、
有
德
の
君
主
が
悪
に
施
す
教
化
を
助
け
る
の
で
、
そ
の
恩
沢
は
微
少
な
生
き
物
や
草
木
に
ま
で
行
き

渡
り
、
陰
陽
は
和
合
し
ぶ
つ
か
り
争
う
こ
と
が
な
く
な
る
。
帝
王
は
と
こ
し
え
に
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
し
て

事
も
無
く
、
群
臣
は
そ
の
下
で
と
も
に
民
衆
に
示
し
教
え
て
治
め
る
こ
と
に
つ
と
め
、
こ
れ
に
よ
っ
て
万

民
は
善
に
従
い
忠
信
に
篤
く
な
り
、
刑
罰
を
用
い
ず
し
て
世
は
治
ま
る
。
そ
の
善
な
る
様
は
列
挙
し
き
れ

な
い
。

民
衆
が
と
も
に
わ
が
道
書
の
文
を
読
め
ば
、
上
下
は
通
じ
て
そ
の
は
か
り
ご
と
を
一
に
合
わ
せ
、
凶
悪

な
行
い
を
し
よ
う
と
す
る
者
も
い
な
く
な
る
。
古
今
の
道
文
を
照
ら
し
合
わ
せ
、
類
に
従
え
ば
、
こ
れ
に

よ
っ
て
人
々
に
世
よ
学
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
父
子
相
伝
え
て
止
む
こ
と
が
な
く
な
る
。
上
〈
三
〉
賢
と

中
賢
、
そ
し
て
下
は
民
衆
に
至
る
ま
で
、
と
も
に
こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
上
で
行
っ
た
上
で
占
い
を

行
え
ば
、
天
地
の
悪
気
は
こ
と
ご
と
く
消
え
去
り
、
承
負
の
災
厄
に
も
二
度
と
会
う
こ
と
が
な
い
。
善
に

し
た
が
え
ば
陰
陽
が
和
し
、
天
地
は
気
を
和
合
さ
せ
瑞
応
が
こ
と
ご
と
く
出
現
し
て
帝
王
の
都
に
遊
ぶ
。

こ
れ
が
皇
天
后
土
す
べ
て
が
喜
ぶ
証
で
あ
る
。
故
に
わ
が
道
文
を
読
む
者
は
つ
ぶ
さ
に
こ
れ
を
読
み
解
く

が
よ
い
。
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注
陰
陽
和
合
、
無
復
有
戰
鬥
者

・

『
經
』

生
物
方
訣

「
禽
者
，
天
上
神
藥
在
其
身
中
，
天
使
其
圓
方
而
行
。
十
十
治
愈
者
，
天
神
方
在
其
身

50

71

中
。
十
九
治
愈
者
，
地
精
方
在
其
身
中
。
︙
故
治
十
傷
一
者
，
不
得
天
心
意
。
︙
十
傷
六
七
以
下
，
皆
爲

亂
治
。
陰
陽
爲
其
乖
逆
，
神
靈
爲
其
戰
鬥
。」

、
、

、
、

『
經
』

諸
樂
古
文
是
非
訣

「
書
卷
上
下
衆
多
，
各
有
事
，
宜
詳
讀
之
，
更
以
相
足
，
都
得
其
意
，
已
畢
備
，

50

77

不
深
得
其
要
意
，
言
道
無
效
事
，
故
見
變
不
能
解
陰
陽
戰
鬥
。」

、
、
、
、

『
經
』

學
者
得
失
訣

「
凡
書
為
天
談
，
十
十
相
應
者
是
也
，
十
九
相
應
者
小
邪
矣
，
十
八
相
應
者
小
亂
矣
，

70

106

過
此
而
下
非
眞
，
不
可
用
也
。
名
為
亂
天
文
地
理
，
陰
陽
不
喜
，
萬
物
戰
鬥
，
人
民
被
其
大
咎
也
。」

、
、

、
、

無
刑
罰
而
理

・

『
經
』

六
極
六
竟
孝
順
忠
訣

「
有
人
盡
思
樂
忠
順
孝
，
欲
思
上
及
中
賢
大
賢
，
故
民
不
知
復
為
凶
惡
，
家

96

151

家
人
人
，
自
敕
自
治
，
故
可
無
刑
罰
而
治
也
。」

、
、
、
、
、

都
合
計
同
策
爲
一
（『
鈔
』
作
「
同
筴
」）

・

『
經
』

不
孝
不
可
久
生
誡

「
人
當
同
其
計
策
，
與
生
同
願
，
天
不
善
之
邪
？
而
反
為
惡
乎
？
」

、

、
、

114

194

（
三
）原
文

其
三
部
界
者
、
夫
人
得
道
者
必
見
神
能
使
之
。
其
上
賢
明
者
、
治
十
中
十
、
可
爲
帝
王
使
、
辟
邪
去
惡
之

＊

＊

臣
也
。
或
久
久
乃
能
入
室
而
度
世
、
不
復
譽
於
俗
事
。
故
守
一
然
後
具
知
善
惡
過
失
處
、
然
後
能
守
道
、
入

＊

＊

＊

＊

室
精
思
、
然
後
能
守
神
、
故
第
三
也
。
賢
者
拘
校
古
今
神
書
以
相
證
明
也
。

＊

中
賢
守
一
入
道
、
之
且
自
覩
神
、
治
十
中
九
。
可
爲
王
侯
大
臣
、
共
辟
去
邪
惡
、
久
久
冀
及
入
室
矣
。

＊

＊

＊

其
小
賢
守
一
、
入
道
讀
書
、
亦
或
覩
神
、
可
治
十
中
八
。
可
爲
民
共
辟
邪
除
惡
也
。
亦
皆
拘
校
古
今
道
文
、

＊

＊

以
自
相
證
明
、
乃
愚
者
悉
解
信
道
也
。

＊

大
賢
中
賢
下
民
、
倶
守
神
道
而
爲
之
、
則
天
地
四
時
之
神
悉
與
、
邪
自
消
亡
。
此
則
天
下
地
上
四
方
六
屬

＊

＊

＊

＊

六
親
之
神
、
悉
悦
喜
天
興
善
助
人
爲
吉
矣
。

対
校：

経

守
一
入
室
知
神
戒

96

152

「
其
三
部
界
者
，
夫
人
得
道
者
必
多
見
神
能
使
之
。
其
上
賢
明
者
，
治
十
中
十
，
可
以
為
帝
王
，
使
辟
邪
去
惡
之
臣
也

；
或
久
久
乃
復
能
入
茆
室
而
度
去
，
不
復
譽
於
俗
事
也
。
故
守
一
然
後
且
具
知
善
惡
過
失
處
，
然
後
能
守
道
，
入
茆
室

精
修
，
然
後
能
守
神
，
故
第
三
也
。
賢
者
得
拘
校
古
今
神
書
以
相
證
明
也
。
眞
人
知
之
耶
？
」「
唯
唯
。」「
中
賢
守
一
入

道
，
亦
且
自
睹
神
，
治
十
中
九
，
可
為
王
侯
大
臣
，
共
辟
除
邪
惡
，
或
久
久
亦
冀
及
入
茆
室
矣
。
眞
人
知
之
邪
？
」「
唯

唯
。」「
其
小
賢
守
一
，
入
道
讀
書
，
亦
或
睹
神
，
可
治
十
中
八
，
可
為
百
姓
共
辟
邪
除
惡
也
。
亦
皆
當
拘
校
古
今
道
文
，

以
自
相
證
明
，
乃
愚
者
一
明
，
悉
解
信
道
也
。
如
使
讀
一
卷
書
，
必
且
不
信
之
也
。
反
且
言
其
非
而
自
解
，
則
邪
惡
日

興
，
得
害
人
也
。
如
大
賢
中
賢
下
及
百
姓
，
倶
守
神
道
而
為
之
，
則
天
地
四
時
之
神
悉
興
，
邪
自
消
亡
矣
。
眞
人
知
之

耶
？
」「
唯
唯
。」「
如
此
則
天
下
地
上
四
方
六
屬
六
親
之
神
，
悉
悅
喜
大
興
助
人
為
吉
，
以
解
邪
害
。
上
為
帝
王
除
災
病
，

中
為
賢
者
除
疾
，
下
為
百
姓
除
惡
氣
，
令
奸
鬼
物
不
得
行
也
。」
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①
必
見
神
能
使
之：

經
「
必
多
見
神
能
使
之
」

、

②
可
爲
帝
王：

經
「
可
以
為
帝
王
」

、

③
乃
能
入
室
而
度
世：

經
「
乃
復
能
入
茆
室
而
度
去
」

、

、

、

④
不
復
譽
於
俗
事：

經
「
不
復
譽
於
俗
事
也
」、

⑤
然
後
具
知
善
惡
過
失
處：

經
「
然
後
且
具
知
善
惡
過
失
處
」

、

⑥
入
室
精
思：
經
「
入
茆
室
精
修
」

、

、

⑦
賢
者
拘
校
古
今
神
書
以
相
證
明
也：

經
「
賢
者
得
拘
校
古
今
神
書
以
相
證
明
也
」

、

▽
⑧
之
且
自
覩
神：

經
「
亦
且
自
睹
神
」

從
經

、

⑨
共
辟
去
邪
惡：

經
「
共
辟
除
邪
惡
」

、

⑩
久
久
冀
及
入
室
矣：

經
「
或
久
久
亦
冀
及
入
茆
室
矣
」

、
、

、

、

⑪
可
爲
民
共
辟
邪
除
惡
也：

經
「
可
為
百
姓
共
辟
邪
除
惡
也
」

、
、

⑫
亦
皆
拘
校
古
今
道
文：

經
「
亦
皆
當
拘
校
古
今
道
文
」

、

⑬
乃
愚
者
悉
解
信
道
也：

經
「
乃
愚
者
一
明
，
悉
解
信
道
也
」

、
、

⑭
大
賢
中
賢
下
民：

經
「
如
大
賢
中
賢
下
及
百
姓
」

、

、
、
、

▽
⑮
則
天
地
四
時
之
神
悉
與：

經
「
則
天
地
四
時
之
神
悉
興
」

從
經

、

⑯
邪
自
消
亡：

經
「
邪
自
消
亡
矣
」、

⑰
此
則
天
下
地
上
四
方
六
屬
六
親
之
神：

經
「
如
此
則
天
下
地
上
四
方
六
屬
六
親
之
神
」

、

▽
⑱
悉
悦
喜
天
興
善
助
人
爲
吉
矣：

經
「
悉
悅
喜
大
興
助
人
為
吉
」

從
經
作
「
大
」

、

、

、

書
き
下
し

其
の
三
部
界
な
る
者
は
、
夫
れ
人
の
得
道
せ
し
者
必
ず
神
を
見
て
能
く
之
を
使
ふ
。
其
の
上
賢
明
な
る

者
は
、
十
を
治
め
て
十
に
中
り
、
帝
王
の
使
た
り
て
、
邪
を
辟
け
惡
を
去
る
の
臣
と
爲
る
可
し
。
或
ひ
は

久
久
乃
ち
能
く
入
室
し
て
世
を
度
り
、
復
た
は
俗
事
を
譽
し
ま
ず
。
故
に
一
を
守
り
て
然
る
後
具
さ
に
善

た
の

惡
過
失
の
處
を
知
り
、
然
る
後
能
く
道
を
守
り
、
入
室
し
て
精
思
し
、
然
る
後
能
く
神
を
守
る
が
故
に
第

三
な
り
。
賢
者
は
古
今
の
神
書
を
拘
校
し
以
て
相
證
明
す
。

中
賢
は
一
を
守
り
て
道
に
入
り
、
亦
た
〈
之
〉
且
に
自
ら
神
を
覩
ん
と
す
る
に
、
十
を
治
め
て
九
中
る
。

王
侯
の
大
臣
と
な
り
て
、
共
に
邪
惡
を
辟
去
し
、
久
久
冀
ひ
て
入
室
す
る
に
及
ぶ
可
し
。

其
の
小
賢
は
一
を
守
り
、
道
に
入
り
て
書
を
讀
め
ば
、
亦
た
或
ひ
は
神
を
覩
る
も
、
十
を
治
め
て
八
中

る
可
し
。
民
と
な
り
て
、
共
に
邪
を
辟
け
惡
を
除
く
可
し
。
亦
た
皆
古
今
の
道
文
を
拘
校
し
、
以
て
自
ら

相
證
明
す
れ
ば
、
乃
ち
愚
者
も
悉
く
解
し
て
道
を
信
ず
。

大
賢
中
賢
下
民
、
倶
に
神
道
を
守
り
て
之
を
爲
せ
ば
、
則
ち
天
地
四
時
の
神
悉
く
興
り
、
邪
は
自
ら
消

亡
す
。
此
れ
則
ち
天
下
地
上
四
方
六
屬
六
親
の
神
、
悉
く
悦
喜
し
て
大
〈
天
〉
い
に
興
り
善
く
人
の
吉
を

爲
す
を
助
く
。

日
本
語
訳
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そ
の
第
三
の
部
界
は
、
そ
も
そ
も
人
が
得
道
す
れ
ば
必
ず
諸
神
を
見
出
し
て
こ
れ
を
使
役
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
だ
が
、
そ
の
う
ち
最
上
の
賢
明
な
る
者
の
場
合
は
十
回
の
う
ち
十
回
す
べ
て
で
実
現
で
き
、
帝

王
の
使
臣
と
な
っ
て
邪
悪
を
除
き
去
る
こ
と
が
で
き
る
。
あ
る
い
は
そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
静
室
に
こ
も

っ
て
得
道
し
、
俗
事
を
楽
し
も
う
と
し
な
く
な
る
。
故
に
守
一
を
行
っ
た
後
つ
ぶ
さ
に
善
悪
過
失
の
所
在

を
知
り
、
そ
の
後
道
を
守
り
入
室
し
て
精
思
す
る
修
行
へ
と
進
み
、
さ
ら
に
そ
の
後
諸
神
を
保
持
す
る
こ

と
が
で
き
る
。（
段
階
を
踏
ん
で
最
終
境
地
に
至
る
た
め
、）
そ
れ
故
「
第
三
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
賢

明
な
る
者
は
古
今
の
神
書
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
中
賢
が
守
一
入
道
し
、
や
は
り
自
ら
諸
神
を
見
よ
う
と
す
る
場
合
、
十
回
中
九
回
ほ
ど
は
実
現
で

き
る
。
彼
ら
は
王
侯
の
大
臣
と
し
て
と
も
に
邪
悪
を
除
き
去
り
、
そ
の
後
長
く
願
い
続
け
て
入
室
（
し
得

道
）
す
る
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
。

小
賢
が
守
一
を
行
う
場
合
、
こ
の
道
を
志
し
て
道
書
を
学
べ
ば
、
あ
る
い
は
神
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
十
の
う
ち
う
ま
く
い
く
の
は
八
ほ
ど
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
も
民
と
し
て
邪
悪
を
除
き
去
る
こ
と
が
で
き

る
。
彼
ら
も
や
は
り
み
な
古
今
の
道
文
を
照
ら
し
て
自
ら
内
容
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
、
愚
者
で
あ
っ
て
も

こ
と
ご
と
く
我
が
道
を
理
解
し
信
じ
る
に
至
る
。

大
賢
・
中
賢
・
下
民
は
、
い
ず
れ
も
神
道
を
守
っ
て
こ
れ
を
行
え
ば
、
天
地
四
時
の
神
が
み
な
活
動
を

盛
ん
に
し
、
邪
悪
は
自
然
と
消
え
去
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
天
下
地
上
お
よ
び
四
方
の
神
や
六
属
六
親

の
神
が
、
み
な
歓
喜
し
て
大
い
に
ふ
る
い
立
っ
て
人
が
よ
き
結
果
を
得
る
よ
う
助
け
る
こ
と
に
な
る
。

注
治
十
中
十

・

『
經
』

灸
刺
訣

「
灸
者
，
太
陽
之
精
，
公
正
之
明
也
，
所
以
察
姦
除
惡
害
也
。
針
者
，
少
陰
之
精
也
，
太

50

74

白
之
光
，
所
以
用
義
斬
伐
也
。
治
百
中
百
，
治
十
中
十
，
此
得
天
經
脈
讖
書
也
，
︙
」（『
鈔
』
丙
部

）

、

、

、
、
、
、

16a

覩
神

・

『
無
上
秘
要
』

昇
上
清
品
上
「
微
呪
曰：

︙
迴
眞
曲
映
、
來
降
我
庭
、
通
幽
徹
視
、
朗
覩
神
形
、
八
景
翼
仙
、

、
、
、

92

使
我
道
成
、
︙
右
出
洞
眞
青
要
紫
書
金
根
上
經
。」

『
七
籤
』

靈
響
詞
五
首
（
并
序
）「
尹
眞
人
節
解
經
云
、
内
觀
者
覩
神
光
、
不
可
謂
之
不
明
。
返
聽
者
聞
神
聲
、

、
、
、

99

不
可
謂
之
無
音
。
握
固
者
精
神
備
體
、
不
可
謂
之
無
形
。」

天
下
地
上
四
方
六
屬
六
親
之
神

・

『
經
』

三
合
相
通
訣

「
氣
者
，
乃
言
天
氣
悅
喜
下
生
，
地
氣
順
喜
上
養
；
氣
之
法
行
於
天
下
地
上
，
陰
陽

、
、
、
、

48

65

相
得
，
交
而
爲
和
，
與
中
和
氣
三
合
，
共
養
凡
物
，
三
氣
相
愛
相
通
，
無
復
有
害
者
。」

同

六
罪
十
治
訣

「
天
不
欲
蓋
，
地
不
欲
載
，
凶
害
日
起
，
死
于
道
旁
。
或
窮
於
牢
獄
中
，
戮
其
父
母
，
禍

67

103

及
妻
子
，
六
屬
鄕
里
皆
欲
使
其
死
，
尚
有
餘
罪
，
復
流
後
生
，
或
成
乞
者
之
後
，
或
為
盜
賊
之
子
，
為
後

、
、

世
大
瑕
。」

同

拘
校
三
古
文
法

「
上
下
倶
為
實
，
迺
天
氣
平
也
。
︙
上
下
盡
已
實
，
帝
王
不
以
意
平
理
之
，
則
四
時
五

91

132
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行
六
親
之
神
吏
，
六
宗
之
氣
，
中
和
戰
怒
，
凶
氣
復
發
矣
。」

、
、
、
、
、

悦
喜
大
〈
天
〉
興
善
助
人
爲
吉

・

『
經
』

興
善
止
惡
法

「
如
人
君
坐
有
所
疑
，
而
欲
使
善
者
大
興
，
惡
者
立
衰
也
。
盜
賊
起
，
使
即
時
得
也
。」

、

、
、

35

43

（
四
）原
文

吾
道
乃
爲
理
天
地
、
安
帝
王
、
生
天
地
所
愛
者
、
乃
當
愛
眞
道
眞
徳
也
。
夫
天
者
、
乃
道
之
眞
、
道
之
綱
、

＊

＊

道
之
信
、
道
之
因
而
行
也
。
地
者
、
乃
徳
之
長
、
徳
之
紀
、
徳
之
所
因
縁
而
止
也
。
故
長
爲
萬
物
之
母
也
、

＊

＊

常
忍
辱
居
其
下
也
、
不
自
言
勞
苦
也
。
吾
之
爲
徳
君
教
化
下
愚
、
正
以
此
天
地
二
事
爲
祖
。
故
常
按
天
地

＊

＊

之
法
度
、
不
失
其
門
戸
也
。
吾
之
書
即
天
譚
地
語
、
與
神
祇
深
獨
相
應
若
表
裏
也
。

＊

対
校：

経

忍
辱
象
天
地
至
誠
與
神
相
應
大
戒
（
＊
『
道
藏
』
本
誤
作「
二
百
五
十
三
」）

96

153

「
今
且
戒
眞
人
一
大
戒
。
吾
道
乃
為
理
天
地
，
安
帝
王
，
生
天
地
所
愛
者
，
乃
當
愛
眞
道
與
眞
德
也
。
故
天
者
，
乃
道

之
眞
，
道
之
綱
，
道
之
信
，
道
之
所
因
縁
而
行
也
。
地
者
，
乃
德
之
長
，
德
之
紀
，
德
之
所
因
縁
而
止
也
。
故
能
長
為

萬
物
之
母
也
，
常
忍
辱
居
其
下
也
，
不
自
言
勞
且
苦
也
。
吾
之
為
德
君
教
化
下
愚
，
正
以
此
天
地
二
事
為
祖
也
。
故
常

案
天
地
之
法
度
，
不
失
其
門
戸
也
。
吾
之
書
即
天
談
地
語
，
與
神
祇
深
獨
相
應
若
表
裏
也
。
歩
即
相
隨
若
規
矩
也
。
故

順
行
者
得
天
地
意
，
失
之
者
凶
衰
矣
。
今
以
戒
眞
人
，
子
宜
思
吾
言
而
常
慎
之
矣
。」

①
乃
當
愛
眞
道
眞
徳
也：

經
「
乃
當
愛
眞
道
與
眞
德
也
」

、

②
夫
天
者：

經
「
故
天
者
」

、

③
道
之
因
而
行
也：

經
「
道
之
所
因
縁
而
行
也
」

、

、

④
故
長
爲
萬
物
之
母
也：

經
「
故
能
長
為
萬
物
之
母
也
」

、

⑤
正
以
此
天
地
二
事
爲
祖：

經
「
正
以
此
天
地
二
事
為
祖
也
」、

⑥
故
常
按
天
地
之
法
度：

經
「
故
常
案
天
地
之
法
度
」

、

⑦
吾
之
書
即
天
譚
地
語：

經
「
吾
之
書
即
天
談
地
語
」

、

書
き
下
し

吾
が
道
は
乃
ち
天
地
を
理
め
、
帝
王
を
安
ん
じ
、
天
地
の
愛
す
る
所
を
生
ぜ
ん
と
す
る
者
た
れ
ば
、
乃

ち
當
に
眞
道
眞
徳
を
愛
す
べ
し
。
夫
れ
天
は
、
乃
ち
道
の
眞
、
道
の
綱
、
道
の
信
、
道
の
因
り
て
行
ふ
と

こ
ろ
な
り
。
地
は
、
乃
ち
徳
の
長
、
徳
の
紀
、
徳
の
因
縁
り
て
止
む
る
所
な
り
。
故
に
長
え
に
萬
物
の
母

よ

た
り
て
、
常
に
忍
辱
し
て
其
の
下
に
居
り
、
自
ら
勞
苦
を
言
は
ず
。
吾
の
徳
君
の
た
め
に
下
愚
を
教
化
す

る
は
、
正
に
此
の
天
地
二
事
を
以
て
祖
と
爲
す
。
故
に
常
に
天
地
の
法
度
を
按
じ
、
其
の
門
戸
を
失
は
ず
。

吾
の
書
は
即
ち
天
譚
地
語
、
神
祇
と
深
く
獨
り
相
應
ず
る
こ
と
表
裏
の
若
し
。
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日
本
語
訳

わ
が
道
は
天
地
を
お
さ
め
、
帝
王
を
安
ん
じ
、
天
地
が
愛
す
る
も
の
を
生
み
出
す
役
割
を
果
た
す
。
で

あ
れ
ば
、
真
道
・
真
徳
を
愛
さ
な
い
と
い
け
な
い
。
天
と
は
道
の
真
・
道
の
綱
・
道
の
信
で
あ
り
、
道
が

行
わ
れ
る
際
に
依
拠
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
地
と
は
徳
の
長
・
徳
の
紀
・
徳
が
留
ま
る
際
に
依
拠
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
故
と
こ
し
え
に
万
物
の
母
で
あ
り
、
常
に
下
に
あ
っ
て
耐
え
忍
び
、
自
ら
そ
の
労
苦

を
言
わ
な
い
。
私
が
有
徳
の
君
の
た
め
に
下
々
の
愚
か
な
民
を
教
化
す
る
際
、
ま
さ
に
こ
の
天
地
の
二
つ

を
万
事
の
大
本
と
み
な
す
。
故
に
、
常
に
天
地
と
い
う
法
度
に
の
っ
と
り
、
そ
の
基
準
を
見
失
わ
な
い
。

私
の
書
は
天
地
の
言
葉
に
他
な
ら
ず
、
神
祇
と
表
裏
の
ご
と
く
深
く
相
応
じ
る
も
の
で
あ
る
。

注
道
之
眞
、
道
之
綱
、
道
之
信
、
道
之
因
而
行

・

『
鈔
』
丁
部

「
天
者
，
至
道
之
眞
也
，
不
欺
人
也
，
萬
物
所
當
親
愛
，
其
用
心
意
，
當
積
誠
且
信
，
但
常
欲

、
、
、
、

12b

利
不
害
，
不
負
一
物
，
故
為
天
也
。」

『
經
』

諸
樂
古
文
是
非
訣

「
一
者
，
道
之
綱
；
二
者
，
道
之
橫
行
；
三
者
已
亂
，
不
可
明
也
。」

、
、
、

50

77

徳
之
長
、
徳
之
紀
、
徳
之
所
因
縁
而
止

・

『
經
』

解
師
策
書
訣

「
甲
，
天
也
，
綱
也
，
陽
也
；
欿
者
，
子
也
，
水
也
，
陰
也
，
紀
也
；
故
天
與
地
常

、

、

39

50

合
，
其
綱
紀
於
玄
甲
子
初
出
，
此
可
爲
有
德
上
君
治
綱
紀
也
，」

、
、

、
、

下
愚

・

『
論
語
』
陽
貨
「
子
曰：

『
性
相
近
也
，
習
相
遠
也
。』
子
曰：

『
唯
上
知
與
下
愚
不
移
。』」

、
、

不
失
其
門
戸

・

『
史
記
』

滑
稽
列
伝
「（
東
方
朔
曰
）
方
今
以
天
下
之
大
，
士
民
之
衆
，
竭
精
馳
説
，
並
進
輻
湊
者
，
不
可
勝

126

數
。
悉
力
慕
義
，
困
於
衣
食
，
或
失
門
戸
。」

、
、
、

『
經
』

解
師
策
書
訣

「
夫
物
將
盛
者
，
必
當
開
通
其
門
戸
也
。」（『
鈔
』
丙
部

）

、
、

39

50

23b

『
経
』

天
讖
支
干
相
配
法

「
日
之
界
者
，
以
日
出
於
卯
，
入
於
酉
，
以
南
爲
陽
，
北
爲
陰
。
天
門
地
戸
界

、
、
、
、

69

105

者
，
以
巽
初
生
東
南
角
，
乾
初
生
西
北
角
，
以
東
北
爲
陽
，
以
西
南
爲
陰
。」

『
呉
越
春
秋
』
勾
踐
七
年
「
於
是
范
蠡
乃
觀
天
文
，
擬
法
於
紫
宮
，
築
作
小
城
，
周
千
一
百
二
十
二
歩
，
一
圓

三
方
。
西
北
立
龍
飛
翼
之
樓
，
以
象
天
門
，
東
南
伏
漏
石
竇
，
以
象
地
戸
；
陵
門
四
達
，
以
象
八
風
。」

、
、

、
、

（
五
）原
文

天
下
之
名
今
所
屬
、
皆
以
類
相
從
、
故
知
命
其
所
屬
。
故
含
五
姓
多
者
象
陽
而
仁
、
含
六
情
多
者
象
陰
而

＊

＊

＊

貪
、
又
受
陽
施
多
者
爲
男
、
受
陰
施
多
者
爲
女
、
受
王
相
氣
多
者
尊
貴
則
專
、
受
休
廢
囚
氣
多
者
數
病
而

＊

＊

早
死
、
又
貧
極
也
。
故
凡
人
生
者
、
在
其
所
象
五
行
之
氣
、
其
命
者
繫
於
六
甲
五
暦
、
以
類
古
之
、
萬
不

＊

＊

＊

失
一
也
。
古
者
聖
人
深
原
凡
事
、
知
人
情
者
以
此
也
。
眞
人
知
之
耶
。

＊
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対
校：

経

忍
辱
象
天
地
至
誠
與
神
相
應
大
戒

96

153

「
善
乎
子
難
，
深
得
其
數
。
然
，
禽
獸
者
命
繋
於
四
方
，
其
為
性
者
好
相
抵
觸
，
無
有
道
德
，
勝
者
為
右
。
無
道
德
下

愚
之
人
，
亦
好
相
觸
冒
，
勝
者
為
右
。
其
氣
與
禽
獸
同
，
故
同
命
也
。
天
道
為
法
，
以
是
分
別
人
優
劣
，
故
知
之
也
。

凡
天
下
之
名
命
所
屬
，
皆
以
類
相
從
，
故
知
其
命
所
屬
。
故
含
五
性
多
者
象
陽
而
仁
，
含
六
情
多
者
象
陰
而
貪
，
受
陽

施
多
者
為
男
，
受
陰
施
多
者
為
女
，
受
王
相
氣
多
者
為
尊
貴
則
壽
，
受
休
廢
囚
氣
多
者
數
病
而
早
死
，
又
貧
極
也
。
故

凡
人
生
者
，
在
其
所
象
何
行
之
氣
，
其
命
者
繋
於
六
甲
何
暦
，
以
類
占
之
，
萬
不
失
一
也
。
故
古
者
聖
人
深
原
凡
事
，

知
人
情
者
以
此
也
。
眞
人
知
之
耶
？
」

▽
①
天
下
之
名
今
所
屬：

經
「
凡
天
下
之
名
命
所
屬
」

從
經
「
命
」

、

、

▽
②
故
知
命
其
所
屬：

經
「
故
知
其
命
所
屬
」

從
經

、
、

▽
③
故
含
五
姓
多
者
象
陽
而
仁：

經
「
故
含
五
性
多
者
象
陽
而
仁
」

從
經

、

④
又
受
陽
施
多
者
爲
男：

經
「
受
陽
施
多
者
為
男
」

、

▽
⑤
受
王
相
氣
多
者
尊
貴
則
專：

經
「
受
王
相
氣
多
者
為
尊
貴
則
壽
」

從
經
「
壽
」

、

、

⑥
在
其
所
象
五
行
之
氣：

經
「
在
其
所
象
何
行
之
氣
」

、

⑦
其
命
者
繫
於
六
甲
五
暦：

經
「
其
命
者
繋
於
六
甲
何
暦
」
、

▽
⑧
以
類
古
之：

經
「
以
類
占
之
」

從
經

＊

⑨
古
者
聖
人
深
原
凡
事：

經
「
故
古
者
聖
人
深
原
凡
事
」

、

書
き
下
し

天
下
の
名
命
〈
今
〉
の
屬
す
る
所
、
皆
類
を
以
て
相
從
ふ
が
故
に
其
の
命
の
屬
す
る
所
を
知
る
。
故
に

五
性
〈
姓
〉
を
含
む
こ
と
多
き
者
は
陽
に
象
り
て
仁
、
六
情
を
含
む
こ
と
多
き
者
は
陰
に
象
り
て
貪
、
又

た
陽
施
を
受
く
る
こ
と
多
き
者
は
男
と
な
り
、
陰
施
を
受
く
る
こ
と
多
き
者
は
女
と
な
り
、
王
相
の
氣
を

受
く
る
こ
と
多
き
者
は
尊
貴
に
し
て
則
ち
壽
〈
專
〉、
休
廢
囚
の
氣
を
受
く
る
多
者
は
數
ば
病
み
て
早
死

し
、
又
た
貧
極
ま
る
。
故
に
凡
そ
人
の
生
ま
る
る
は
、
其
の
象
る
所
の
五
行
の
氣
に
在
り
、
其
の
命
は
六

甲
五
暦
に
繫
り
、
類
を
以
て
之
を
占
〈
古
〉
へ
ば
、
萬
に
一
も
失
は
ず
。
古
者
の
聖
人
の
深
く
凡
事
を
原

ね
て
人
情
を
知
る
は
此
を
以
て
す
。
眞
人
之
を
知
る
や
。

日
本
語
訳

天
下
万
物
に
名
を
付
け
る
際
の
根
拠
は
、
い
ず
れ
も
類
に
従
っ
て
い
る
た
め
、（
名
を
知
る
こ
と
で
）

そ
の
属
す
る
命
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
故
に
五
性
を
含
む
こ
と
が
多
い
者
は
陽
を
か
た
ど
り
仁
愛
に
あ

ふ
れ
、
六
情
を
含
む
こ
と
が
多
い
者
は
陰
を
か
た
ど
り
貪
欲
で
あ
る
。
ま
た
、
陽
の
施
し
を
多
く
受
け
た

者
は
男
と
な
り
、
陰
の
施
し
を
多
く
受
け
た
者
は
女
と
な
り
、
王
相
の
気
を
多
く
受
け
た
者
は
尊
貴
で
そ

れ
故
長
寿
と
な
り
、
休
気
・
廃
気
・
囚
気
を
多
く
受
け
た
者
は
病
気
が
ち
で
早
死
に
し
、
ま
た
き
わ
め
て

貧
し
い
。
故
に
、
あ
ら
ゆ
る
人
の
誕
生
は
か
た
ど
っ
た
五
行
の
気
に
左
右
さ
れ
、
そ
の
命
は
六
甲
五
暦
と

連
関
し
、
そ
の
類
に
よ
っ
て
占
え
ば
、
万
に
一
つ
も
違
え
る
こ
と
は
な
い
。
古
の
聖
人
が
万
事
に
つ
い
て

深
く
そ
の
大
本
を
さ
ぐ
る
こ
と
で
人
の
情
を
理
解
で
き
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
。
真
人
は
こ
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の
こ
と
が
分
か
る
か
。

注

※
『
經
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
一
節
は
神
人
の
「
無
道
德
者
，
命
不
在
天
地
也
，
與
禽
獸
同
祿
同
命
」
と
い
う
言

葉
に
対
し
て
真
人
が
解
説
を
求
め
、
神
人
が
そ
れ
に
応
じ
て
解
説
を
施
し
た
内
容
の
一
部
。

五
性
（
鈔
「
五
姓
」）

・

『
大
戴
禮
記
』
文
王
官
人
「
四
曰
民
有
五
性：

喜
、
怒
、
欲
、
懼
、
憂
也
。
喜
氣
内
畜
，
雖
欲
隱
之
，
陽
喜
必

、
、

見
。
怒
氣
内
畜
，
雖
欲
隱
之
，
陽
怒
必
見
。
欲
氣
内
畜
，
雖
欲
隱
之
，
陽
欲
必
見
。
懼
氣
内
畜
，
雖
欲
隱

之
，
陽
懼
必
見
。
憂
悲
之
氣
内
畜
，
雖
欲
隱
之
，
陽
憂
必
見
。
五
氣
誠
於
中
，
發
形
於
外
，
民
情
不
隱
也
。」

六
情

・

『
經
』

守
三
實
法

「
六
情
所
好
，
人
人
嬉
之
，
而
不
自
禁
止
，
意
轉
樂
之
，
因
以
致
禍
，
君
子
失
其
政
令
，

、
、

36

44

小
人
盜
劫
刺
，
皆
由
此
不
急
之
物
爲
召
之
也
。」（
鈔
丙
部

）
19a

王
相
氣
・
休
廢
囚
氣

・

『
鈔
』
乙
部
・
行
道
有
優
劣
法
（

）「
春
王
當
温
，
夏
王
當
暑
，
秋
王
當
涼
，
冬
王
當
寒
，
是
王
德
也
。
夫
王、

6a

氣
與
帝
王
氣
相
通
，
相
氣
與
宰
輔
相
應
，
微
氣
與
小
吏
相
應
，
休
氣
與
後
宮
相
同
，
廢
氣
與
民
相
應
，
刑

、

、
、

、
、

、
、

死
囚
氣
與
獄
罪
人
相
應
，
以
類
遙
相
感
動
。」

、
、

『
經
』

神
人
自
序
出
書
圖
服
色
訣

「
大
重
之
衣
五
也
，
中
重
之
衣
四
也
，
小
重
之
衣
三
也
，
微
重
之
衣
象

102

165

陰
陽
，
二
也
。
︙
二
重
何
象
，
象
王
相
氣
相
及
也
。」

、
、
、

六
甲
五
暦
（
何
暦
？
）

・

『
漢
書
』
律
暦
志
「
夫
五
六
者
，
天
地
之
中
合
，
而
民
所
受
以
生
也
。
故
日
有
六
甲
，
辰
有
五
子
，
十
一
而
天

、
、

地
之
道
畢
，
言
終
而
復
始
。」

『
經
』

諸
樂
古
文
是
非
訣

「
吾
道
即
甲
子
乙
丑
，
六
甲
相
承
受
。
五
行
轉
相
從
，
四
時
周
反
始
。」（『
鈔
』

、
、

50

77

丙
部

）
07a

『
經
』

色
死
尸
誡

「
天
有
四
維
，
地
有
四
維
，
故
有
日
月
相
傳
推
。
星
有
度
數
，
照
察
是
非
，
人
有
貴
賤
，

72

186

壽
命
有
長
短
，
各
稟
命
六
甲
。
生
有
早
晩
，
祿
相
當
直
，
善
惡
異
處
，
不
失
銖
分
。」（
鈔
庚
部

）

、
、

21a

＊
六
甲：

六
十
干
支
の
う
ち
、
甲
子
・
甲
寅
・
甲
辰
・
甲
午
・
甲
申
・
甲
戌
の
六
つ
。

（
六
）原
文

上
視
天
而
行
、
象
天
可
爲
。
俯
視
地
而
行
、
象
地
徳
而
移
。
念
天
地
使
父
母
生
長
我
、
不
欲
樂
我
爲
惡
也
、

＊

還
考
之
於
心
乃
行
。
心
者
、
最
藏
之
神
尊
者
也
。
心
者
、
神
聖
純
陽
、
火
也
。
行
火
者
、
動
而
上
行
、
與

＊

＊

天
同
光
。
故
日
者
、
乃
火
之
王
、
爲
天
下
正
、
無
不
照
明
。
故
人
爲
至
誠
、
心
中
正
疾
痛
、
心
神
聖
、
上

＊

＊

＊

＊

白
於
日
、
月
乃
上
白
於
天
。
故
至
誠
於
内
者
、
神
靈
也
。
可
不
愼
乎
。

＊

＊

＊

＊

対
校：

経

忍
辱
象
天
地
至
誠
與
神
相
應
大
戒

96

153

「
然
，
夫
至
誠
者
，
名
為
至
誠
，
乃
言
其
上
視
天
而
行
，
象
天
道
可
為
；
俯
視
地
而
行
，
象
地
德
而
移
。
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念
天
地
使
父
母
生
長
我
，
不
欲
樂
我
為
惡
也
，
還
考
之
於
心
乃
行
。
心
者
，
最
藏
之
神
尊
者
也
。
心
者
，

神
聖
純
陽
，
火
之
行
也
。
火
者
，
動
而
上
行
，
與
天
同
光
。
故
日
者
，
乃
火
之
王
，
為
天
之
正
，
無
不
照

明
。
故
人
為
至
誠
，
心
中
正
疾
痛
應
。
心
神
至
聖
，
乃
上
白
於
日
，
日
乃
上
白
於
天
。
故
至
誠
於
五
内
者
，

動
神
靈
也
。
是
故
可
不
慎
乎
？
」

①
象
天
可
爲：
經
「
象
天
道
可
為
」

、

②
火
也：

經
「
火
之
行
也
」

、
、

③
行
火
者：

經
「
火
者
」

、

④
爲
天
下
正：

經
「
為
天
之
正
」
、

⑤
心
中
正
疾
痛：

經
「
心
中
正
疾
痛
應
」、
或
可
以
「
應
」
字
係
下
句
而
讀
。

、

⑥
心
神
聖：

經
「
心
神
至
聖
」
、

⑦
上
白
於
日：

經
「
乃
上
白
於
日
」

、

▽
⑧
月
乃
上
白
於
天：

經
「
日
乃
上
白
於
天
」

從
經
。

、

⑨
故
至
誠
於
内
者：

經
「
故
至
誠
於
五
内
者
」

、

▽
⑩
神
靈
也：

經
「
動
神
靈
也
」

意
當
從
經
也

、

⑪
可
不
愼
乎：

經
「
是
故
可
不
慎
乎
」

、
、

書
き
下
し

上
は
天
を
視
て
行
へ
ば
、
天
に
象
り
て
爲
す
可
し
。
俯
し
て
地
を
視
て
行
へ
ば
、
地
徳
を
象
り
て
移
る
。

天
地
の
父
母
を
し
て
我
を
生
長
せ
し
め
、
我
の
惡
を
爲
す
を
欲
樂
は
ざ
る
を
念
ひ
、
還
た
之
を
心
に
考
へ

て
乃
ち
行
ふ
。
心
は
、
最
も
藏
の
神
の
尊
な
る
者
な
り
。
心
は
、
神
聖
純
陽
に
し
て
、
火
な
り
。
火
を
行

へ
ば
、
動
き
て
上
行
し
、
天
と
光
を
同
じ
う
す
。
故
に
日
は
、
乃
ち
火
の
王
に
し
て
天
下
の
正
た
り
て
、

照
明
せ
ざ
る
は
無
し
。
故
に
人
至
誠
た
れ
ば
、
心
中
正
に
疾
痛
あ
り
、
心
神
は
聖
な
れ
ば
、
上
日
に
白
し
、

日
〈
月
〉
は
乃
ち
上
天
に
白
す
。
故
に
至
誠
の
内
に
お
け
る
は
、
神
靈
〔
を
動
か
す
〕
な
り
。
愼
ま
ざ
る

可
け
ん
や
。

日
本
語
訳

上
は
天
を
見
て
行
動
す
れ
ば
、
天
（
道
）
を
か
た
ど
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
俯
し
て
は
地
を

見
て
行
動
す
れ
ば
、
地
徳
を
か
た
ど
っ
て
変
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
天
地
が
父
母
に
自
分
を
生
み
育
て

さ
せ
、
自
分
が
悪
を
な
す
こ
と
を
願
わ
な
い
こ
と
を
思
い
、
さ
ら
に
こ
れ
を
心
に
留
め
考
え
て
か
ら
行
動

す
る
が
よ
い
。
心
は
五
臓
神
の
う
ち
で
最
も
尊
い
も
の
で
あ
る
。
心
は
神
聖
か
つ
純
陽
で
あ
り
、（
五
行

の
う
ち
の
）
火
で
あ
る
。
火
を
つ
け
れ
ば
、
そ
の
炎
は
動
い
て
上
へ
向
か
い
、
天
と
同
じ
よ
う
に
光
を
放

つ
。
故
に
太
陽
は
火
の
王
で
あ
り
、
天
下
の
正
中
に
位
置
し
、
す
べ
て
を
明
る
く
照
ら
す
。
故
に
人
が
至

誠
で
あ
れ
ば
、
心
中
ま
さ
に
痛
み
を
生
じ
、
心
神
は
（
至
）
聖
で
あ
る
が
ゆ
え
に
そ
の
こ
と
を
太
陽
に
奏

上
す
る
。
こ
れ
を
承
け
て
太
陽
は
天
に
奏
上
す
る
。
故
に
人
の
内
に
あ
る
至
誠
は
神
霊
（
を
動
か
す
）。

で
あ
れ
ば
、
身
を
慎
ま
な
い
で
よ
か
ろ
う
か
。
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注

※
こ
の
一
節
、
經
で
は
真
人
の
「
今
願
聞
至
誠
以
何
而
感
動
天
地
神
靈
乎
？
」
な
る
問
い
か
ら
始
ま
る
。

心
者
、
神
聖
純
陽
、
火
也

・

『
經
』

急
學
眞
法

「
聖
賢
與
仁
同
心
并
力
，
故
游
居
常
尊
道
而
貴
德
，
倚
附
仁
而
處
，
如
人
好
奪
而
不
仁
，

49

66

與
聖
賢
爲
怨
仇
。
故
火
爲
心
，
心
爲
聖
。」

、
、
、
、

、
、
、

『
經
』

忍
辱
象
天
地
至
誠
與
神
相
應
大
戒

「
精
明
人
者
，
心
也
。
念
而
不
置
者
，
意
也
，
脾
也
。
心
者
純
、
、
、

96

153

陽
，
位
屬
天
。
脾
者
純
陰
，
位
屬
地
。」

、

動
而
上
行

・

『
鈔
』
乙
部
・
安
樂
王
者
法
（

）「
火
自
與
五
行
同
，
又
能
變
化
無
常
，
其
性
動
而
上
行
。」

、
、
、
、

9b

天
下
正
（『
經
』
作
「
天
之
正
」）

・

『
鈔
』
丁
部
（

）「
青
者
生
仁
而
有
心
，
赤
者
太
陽
，
天
之
正
色
。」

、
、
、

12a

故
人
爲
至
誠
、
心
中
正
疾
痛

・

『
經
』

忍
辱
象
天
地
至
誠
與
神
相
應
大
戒

「
行
，
人
之
至
誠
，
有
所
可
念
，
心
中
為
其
疾
痛
，
故
乃
發
心

、

、
、

、
、

、
、

96

153

腹
不
而
食
也
。
念
之
者
，
心
也
，
意
也
。
心
意
不
忘
肝
最
仁
，
故
目
為
其
主
出
涕
泣
，
是
其
精
思
之
至
誠

也
。
精
明
人
者
，
心
也
。
念
而
不
置
者
，
意
也
，
脾
也
。
心
者
純
陽
，
位
屬
天
。
脾
者
純
陰
，
位
屬
地
。

至
誠
可
專
念
，
乃
心
痛
涕
出
，
心
使
意
念
主
行
，
告
示
遠
方
。
意
，
陰
也
，
陰
有
憂
者
當
報
陽
，
故
上
報

、
、

、
、

皇
天
神
靈
。
脾
者
，
陰
家
在
地
，
故
下
入
地
報
地
。
故
天
地
乃
為
其
移
，
凡
神
為
其
動
也
。」

上
白
於
天

・

『
經
』

大
壽
誡

「
天
上
聞
知
，
更
為
善
子
，
可
得
久
生
竟
年
之
壽
。
為
汝
作
大
，
以
是
為
誡
。
諸
神
聞
知
，

114

200

上
白
於
天
。
天
令
善
神
隨
之
，
治
生
有
進
，
財
復
將
增
，
生
子
遂
健
，
更
為
有
足
，
是
天
恩
也
。」

、
、
、
、

『
鈔
』
癸
部
（

）「
人
腹
中
有
過
，
反
面
赤
，
何
也
？
」「
心
者
，
五
藏
之
主
；
主
即
王
也
，
王
主
執
正
，
有

2a

過
乃
白
於
天
也
。」

、
、
、
、


